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１ 目的 

 データ駆動型イノベーション（以降：DDI）は、中間所得労働者をはじめとして幅広い範囲に影響を

与え、雇用の分極化を加速してしまうことが懸念されている(Frey & Osborne 2013)。中でも、(i)DDIに

よる意思決定の自動化はホワイトカラーの仕事に影響を与え、(ii)製造や物流における特にブルーカラー

の仕事に影響を与えることが予測されている(OECD 2015)。この様な雇用環境が予測される中、DDIの

可能性を高め、新たな価値を創出する人材としてデータスペシャリストに対する期待が国際社会におい

て高まっている。本研究では、OECDの DDIに関する政策レポートのレビューを行うことにより、デー

タスペシャリストに関する雇用問題、人材育成問題について検討する。 

２ 方法 

 OECD科学技術イノベーション局(SIT)が公開しているDDIに関する各国の統計データおよび政策動

向を比較検討することにより、各国がDDIによる雇用問題にどの様に対処して行こうとしているのか、

またデータスペシャリストの人材をどの様に供給していこうとしているのかについて検討する。 

３ 結果 

OECD 加盟国において、総雇用におけるデータスペシャリストのシェアは低いままであるとともに、

彼らのスキルに対して、産業界全体においてその需要が高まっている。しかし、ICTや STEM（科学・

技術・工学・数学）に関連する基本的スキルの供給不足の兆候があり、産業界が求めるレベルのデータ

スペシャリスト人材が不足している。 

このため、教育に対する一層の投資は、社会全体での DDIの適用を促進させるために重要であり、デ

ータスペシャリストに求められるスキルだけにとどまらずコンピテンシの適切な組合せである「二重戦

略(double strategy)」が必要となる(Herlyn et al., 2015)。 

 また、ソフトスキルとして(i)創造性、(ii)問題解決力、(iii)コミュニケーションスキルの獲得が重要で

あり、これらのスキルは長期的にはデータ駆動型経済において雇用を確保するための鍵となる。さらに、

(iv)高度に発達した感覚運動スキルも人工知能(AI)を超える人間の主要な競争上の優位性となりえる。 

４ 結論 

 データスペシャリストに対する需要不足を補うためには、人財育成政策が課題となり、それにはスキ

ルとコンピテンシを醸成するための二重戦略が求められる。さらに、DDI 社会において我々は、AI と

「競争」するのではなく(Brynjolfsson & McAfee 2011)、上記した 4つの能力を醸成し、AIと「ダンス」

することが求められる(Levy & Murnane2013)と言える。 
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